
(57)【要約】

【課題】　画質の劣化を抑えながら伝送する符号化デー

タ量を削減する。

【解決手段】　ブロック化部１０１は入力された画像デ

ータを複数の画素からなるブロックに分割し、直交変換

部１０２はブロックに分割された画像データを直交変換

して各画素の直交変換係数を出力し、量子化部１０３は

直交変換係数を量子化して量子化係数を出力する。閾値

設定部１０４は入力された画像データの周波数成分に基

づき、量子化係数をゼロ値に切り捨てるためのゼロラン

閾値及び係数閾値を設定する。スキャン部１０５は量子

化係数をスキャンし、ゼロ係数検出部１０６はスキャン

された量子化係数の中からゼロ量子化係数の個数を検出

する。係数切り捨て処理部１０７はゼロラン閾値及び係

数閾値、並びに検出されたゼロ量子化係数の個数に基づ

き、量子化係数をゼロ値に切り捨てる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 入 力 さ れ た 画 像 デ ー タ を 複 数 の 画 素 か ら な る ブ ロ ッ ク に 分 割 す る ブ ロ ッ ク 化 部 と 、
　 ブ ロ ッ ク に 分 割 さ れ た 画 像 デ ー タ を 直 交 変 換 し て 各 画 素 の 直 交 変 換 係 数 を 出 力 す る 直 交
変 換 部 と 、
　 上 記 直 交 変 換 係 数 を 量 子 化 し て 量 子 化 係 数 を 出 力 す る 量 子 化 部 と 、
　 上 記 入 力 さ れ た 画 像 デ ー タ の 周 波 数 成 分 に 基 づ き 、 上 記 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て
る た め の ゼ ロ ラ ン 閾 値 及 び 係 数 閾 値 を 設 定 す る 閾 値 設 定 部 と 、
　 上 記 量 子 化 部 に よ り 出 力 さ れ た 量 子 化 係 数 を 低 周 波 領 域 か ら 高 周 波 領 域 に 向 か っ て ス キ
ャ ン す る ス キ ャ ン 部 と 、
　 上 記 ス キ ャ ン さ れ た 量 子 化 係 数 の 中 か ら ゼ ロ 量 子 化 係 数 の 個 数 を 検 出 す る ゼ ロ 係 数 検 出
部 と 、
　 上 記 閾 値 設 定 部 に よ り 設 定 さ れ た ゼ ロ ラ ン 閾 値 及 び 係 数 閾 値 、 並 び に 上 記 ゼ ロ 係 数 検 出
部 に よ り 検 出 さ れ た ゼ ロ 量 子 化 係 数 の 個 数 に 基 づ き 、 上 記 量 子 化 部 に よ り 出 力 さ れ た 量 子
化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る 係 数 切 り 捨 て 処 理 部 と を 備 え た 画 像 情 報 量 圧 縮 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 閾 値 設 定 部 は 、 入 力 さ れ た 画 像 デ ー タ の 高 周 波 成 分 が 大 き い 場 合 に 、 ゼ ロ ラ ン 閾 値 を 高
く 設 定 す る と 共 に 係 数 閾 値 を 低 く 設 定 し 、 入 力 さ れ た 画 像 デ ー タ の 高 周 波 成 分 が 小 さ い 場
合 に 、 ゼ ロ ラ ン 閾 値 を 低 く 設 定 す る と 共 に 係 数 閾 値 を 低 く 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 画 像 情 報 量 圧 縮 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 係 数 切 り 捨 て 処 理 部 は 、 ゼ ロ 係 数 検 出 部 に よ り 検 出 さ れ た ゼ ロ 量 子 化 係 数 の 個 数 が ゼ ロ
ラ ン 閾 値 以 上 で 、 か つ 上 記 ゼ ロ 量 子 化 係 数 に 続 く 非 量 子 化 係 数 の 値 が 係 数 閾 値 以 下 の 場 合
に 、 上 記 ゼ ロ 量 子 化 係 数 に 続 く 非 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 画 像 情 報 量 圧 縮 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 入 力 さ れ た 画 像 デ ー タ を 複 数 の 画 素 か ら な る ブ ロ ッ ク に 分 割 し 直 交 変 換 し て 量 子 化 し た
量 子 化 係 数 を 設 定 さ れ た 闘 値 に よ り ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る 画 像 情 報 量 圧 縮 方 法 に お い て 、
　 上 記 入 力 さ れ た 画 像 デ ー タ の 周 波 数 成 分 に 基 づ き 、 上 記 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て
る た め の ゼ ロ ラ ン 閾 値 及 び 係 数 閾 値 を 設 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 上 記 量 子 化 係 数 を ス キ ャ ン し て ゼ ロ 量 子 化 係 数 の 個 数 を 検 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 設 定 さ れ た ゼ ロ ラ ン 閾 値 及 び 係 数 閾 値 、 並 び に 検 出 さ れ た ゼ ロ 量 子 化 係 数 の 個 数 に 基 づ
き 、 上 記 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る ス テ ッ プ と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 画 像 情 報
量 圧 縮 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 伝 送 す る 符 号 化 デ ー タ 量 を 削 減 す る 画 像 情 報 量 圧 縮 装 置 及 び 画 像 情 報 量 圧 縮
方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 伝 送 す る 画 像 情 報 量 を 削 減 す る た め に 、 従 来 で は 例 え ば 特 許 文 献 １ に 示 す よ う に 、 低 周
波 領 域 か ら 高 周 波 領 域 に 向 か っ て 順 番 に 量 子 化 係 数 が ゼ ロ 値 か 非 ゼ ロ 値 か を 調 べ 、 ゼ ロ 係
数 が あ る 設 定 値 以 上 続 い た 場 合 に 、 そ れ 以 降 の 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て て 量 子 化 係
数 中 の ゼ ロ ラ ン を 長 く す る と い う 処 理 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － １ ９ ６ ６ ９ ５ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 右 上 欄 ９ 行 ～ 第 ２ 頁 左 下 欄 ４ 行 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 従 来 の 画 像 情 報 量 圧 縮 装 置 は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 係 数
の 連 続 す る 数 （ ゼ ロ ラ ン ） だ け を 基 準 に 切 り 捨 て 、 し か も 、 一 度 ゼ ロ ラ ン が 閾 値 を 超 え る
と そ れ 以 降 の 量 子 化 係 数 を 全 て ゼ ロ に 切 り 捨 て て し ま う の で 、 中 周 波 数 領 域 か ら 高 周 波 数
領 域 に か け て 重 要 な 量 子 化 係 数 も 切 り 捨 て て し ま い 、 画 質 の 劣 化 を 招 く と い う 課 題 が あ っ
た 。 場 合 に よ っ て は 、 低 周 波 数 領 域 の 係 数 も ゼ ロ に 切 り 捨 て ら れ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 重 要 な 量 子 化 係 数 を 切
り 捨 て る こ と な く 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て て 長 い ゼ ロ ラ ン を 発 生 さ せ る こ と で 、 画
質 の 劣 化 を 抑 え な が ら 伝 送 す る 符 号 化 デ ー タ 量 を 削 減 す る こ と が で き る 画 像 情 報 量 圧 縮 装
置 及 び 画 像 情 報 量 圧 縮 方 法 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 に 係 る 画 像 情 報 量 圧 縮 装 置 は 入 力 さ れ た 画 像 デ ー タ を 複 数 の 画 素 か ら な る ブ ロ
ッ ク に 分 割 す る ブ ロ ッ ク 化 部 と 、 ブ ロ ッ ク に 分 割 さ れ た 画 像 デ ー タ を 直 交 変 換 し て 各 画 素
の 直 交 変 換 係 数 を 出 力 す る 直 交 変 換 部 と 、 上 記 直 交 変 換 係 数 を 量 子 化 し て 量 子 化 係 数 を 出
力 す る 量 子 化 部 と 、 上 記 入 力 さ れ た 画 像 デ ー タ の 周 波 数 成 分 に 基 づ き 、 上 記 量 子 化 係 数 を
ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る た め の ゼ ロ ラ ン 閾 値 及 び 係 数 閾 値 を 設 定 す る 閾 値 設 定 部 と 、 上 記 量 子
化 部 に よ り 出 力 さ れ た 量 子 化 係 数 を 低 周 波 領 域 か ら 高 周 波 領 域 に 向 か っ て ス キ ャ ン す る ス
キ ャ ン 部 と 、 上 記 ス キ ャ ン さ れ た 量 子 化 係 数 の 中 か ら ゼ ロ 量 子 化 係 数 の 個 数 を 検 出 す る ゼ
ロ 係 数 検 出 部 と 、 上 記 閾 値 設 定 部 に よ り 設 定 さ れ た ゼ ロ ラ ン 閾 値 及 び 係 数 閾 値 、 並 び に 上
記 ゼ ロ 係 数 検 出 部 に よ り 検 出 さ れ た ゼ ロ 量 子 化 係 数 の 個 数 に 基 づ き 、 上 記 量 子 化 部 に よ り
出 力 さ れ た 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る 係 数 切 り 捨 て 処 理 部 と を 備 え た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 重 要 な 量 子 化 係 数 を 切 り 捨 て る こ と な く 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り
捨 て て 長 い ゼ ロ ラ ン を 発 生 さ せ 、 画 質 の 劣 化 を 抑 え な が ら 伝 送 す る 符 号 化 デ ー タ 量 を 削 減
す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
実 施 の 形 態 １ ．
　 図 １ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 画 像 情 報 量 圧 縮 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。 こ の 画 像 情 報 量 圧 縮 装 置 は 、 ブ ロ ッ ク 化 部 １ ０ １ 、 直 交 変 換 部 １ ０ ２ 、 量 子 化 部 １ ０
３ 、 閾 値 設 定 部 １ ０ ４ 、 ス キ ャ ン 部 １ ０ ５ 、 ゼ ロ 係 数 検 出 部 １ ０ ６ 、 係 数 切 り 捨 て 処 理 部
１ ０ ７ 及 び 可 変 長 符 号 化 部 １ ０ ８ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 動 作 に つ い て 説 明 す る
　 ブ ロ ッ ク 化 部 １ ０ １ は 入 力 画 像 信 号 又 は 予 測 誤 差 信 号 の 画 像 デ ー タ を 複 数 の 画 素 、 例 え
ば ８ × ８ 画 素 か ら な る ブ ロ ッ ク に 分 割 す る 。 直 交 変 換 部 １ ０ ２ は ブ ロ ッ ク に 分 割 さ れ た 画
像 デ ー タ を 直 交 変 換 し 空 間 周 波 数 領 域 に 変 換 し て 各 画 素 の 直 交 変 換 係 数 を 出 力 す る 。 量 子
化 部 １ ０ ３ は 直 交 変 換 係 数 を 量 子 化 し て 量 子 化 係 数 を 出 力 す る 。 閾 値 設 定 部 １ ０ ４ は 入 力
さ れ た 画 像 デ ー タ の 周 波 数 成 分 に 基 づ き 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る た め の ゼ ロ ラ ン
閾 値 α 及 び 係 数 閾 値 β を 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ス キ ャ ン 部 １ ０ ５ は 、 量 子 化 部 １ ０ ３ に よ り 出 力 さ れ た 量 子 化 係 数 を 、 例 え ば 図 ２ 又 は
図 ３ に 示 す よ う に 、 低 周 波 領 域 か ら 高 周 波 領 域 に 向 か っ て ス キ ャ ン す る 。
　 図 ２ は ス キ ャ ン 部 １ ０ ５ に よ る ジ グ ザ グ ス キ ャ ン 方 式 を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ は ス キ ャ ン
部 １ ０ ５ に よ る オ ル タ ネ ー ト ス キ ャ ン 方 式 を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ 及 び 図 ３ に お け る 各 数 字
は そ れ ぞ れ の ス キ ャ ン 順 序 を 示 し て い る 。
　 ゼ ロ 係 数 検 出 部 １ ０ ６ は ス キ ャ ン 部 １ ０ ５ に よ り ス キ ャ ン さ れ た 量 子 化 係 数 の 中 か ら ブ
ロ ッ ク 中 の ゼ ロ 量 子 化 係 数 を 検 出 し 、 ゼ ロ 量 子 化 係 数 が 連 続 す る 場 合 に は そ の 個 数 を カ ウ
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ン ト す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 係 数 切 り 捨 て 処 理 部 １ ０ ７ は 、 閾 値 設 定 部 １ ０ ４ に よ り 設 定 さ れ た ゼ ロ ラ ン 閾 値 及 び 係
数 閾 値 、 並 び に ゼ ロ 係 数 検 出 部 １ ０ ６ に よ り 検 出 さ れ た 連 続 す る ゼ ロ 量 子 化 係 数 の 個 数 に
基 づ き 、 量 子 化 部 １ ０ ３ に よ り 出 力 さ れ た 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る 。 可 変 長 符 号
化 部 １ ０ ８ は 係 数 切 り 捨 て 処 理 部 １ ０ ７ に よ る 係 数 切 り 捨 て 処 理 後 の 量 子 化 係 数 に 対 し て
可 変 長 符 号 化 処 理 を 実 行 し て 符 号 化 デ ー タ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 係 数 切 り 捨 て 処 理 部 １ ０ ７ に よ る 係 数 切 り 捨 て 処 理 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ４ は ブ ロ ッ ク 化 部 １ ０ １ に よ り 画 像 デ ー タ を ８ × ８ 画 素 に ブ ロ ッ ク 分 割 し た 場 合 の 周
波 数 成 分 を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 Ｃ （ ｎ ） は 量 子 化 部 １ ０ ３ か ら 出 力 さ れ る 量 子
化 係 数 で あ り 、 Ｃ （ １ ） は Ｄ Ｃ 成 分 の 量 子 化 係 数 で 、 Ｃ （ ２ ） ～ Ｃ （ ６ ４ ） は Ａ Ｃ 成 分 の
量 子 化 係 数 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ５ は 係 数 切 り 捨 て 処 理 部 １ ０ ７ に よ る 係 数 切 り 捨 て 処 理 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ に お い て 、 量 子 化 部 １ ０ ３ よ り 量 子 化 係 数 Ｃ （ ｎ ） を 入 力 す る 。
こ こ で は ｎ ＝ １ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ に お い て 、 ゼ ロ 係 数 検 出 部 １ ０ ６ に よ り 検 出 さ れ た 連 続 す る ゼ ロ 量 子 化
係 数 の カ ウ ン ト が 闘 値 設 定 部 １ ０ ４ に よ り 設 定 さ れ た ゼ ロ ラ ン 閾 値 α （ ０ 以 上 ） 以 上 か 否
か を 判 定 す る 。 連 続 す る ゼ ロ 量 子 化 係 数 の カ ウ ン ト が ゼ ロ ラ ン 閾 値 α 以 上 の 場 合 に は ス テ
ッ プ Ｓ Ｔ ３ に 移 行 す る 。 連 続 す る ゼ ロ 量 子 化 係 数 の カ ウ ン ト が ゼ ロ ラ ン 閾 値 α よ り 小 さ い
場 合 に は 、 切 り 捨 て 処 理 を 実 行 せ ず に ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ５ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ に お い て 、 連 続 す る ゼ ロ 量 子 化 係 数 に 続 く 非 量 子 化 係 数 Ｃ （ ｎ ） が 闘 値
設 定 部 １ ０ ４ に よ り 設 定 さ れ た 係 数 閾 値 β （ ０ 以 上 ） 未 満 か 否 か を 判 定 す る 。 非 量 子 化 係
数 Ｃ （ ｎ ） が 係 数 閾 値 β 以 上 の 場 合 に は 、 切 り 捨 て 処 理 を 実 行 せ ず に ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ５ に 移
行 す る 。 非 量 子 化 係 数 Ｃ （ ｎ ） が 係 数 閾 値 β 未 満 の 場 合 に は ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ に お い て 、 非 量 子 化 係 数 Ｃ （ ｎ ） を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る 処 理 が 実 行 さ れ
て ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ５ に 移 行 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ５ に お い て 、 ブ ロ ッ ク に お け る 全 て の 量 子 化
係 数 Ｃ （ ｎ ） の 処 理 が 終 了 し た か を 判 定 し 、 ｎ ＝ ６ ４ で な け れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ で ｎ を
更 新 し て ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ に 戻 り 、 ｎ ＝ ６ ４ で あ れ ば 係 数 切 り 捨 て 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 係 数 切 り 捨 て 処 理 部 １ ０ ７ に よ る 切 り 捨 て 処 理 の 動 作 に つ い て 、 具 体 的 な 例 を 上
げ て 説 明 す る 。
　 図 ６ は 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ の 高 周 波 成 分 が 大 き い 場 合 の 量 子 化 部 １ ０ ３ か ら 出 力 さ れ
る 量 子 化 係 数 の 例 を 示 す 図 で あ り 、 図 ７ は 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ の 高 周 波 成 分 が 小 さ い 場
合 の 量 子 化 部 １ ０ ３ か ら 出 力 さ れ る 量 子 化 係 数 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ 及 び 図 ７ に お い
て 、 黒 丸 は 量 子 化 係 数 が ゼ ロ 値 で あ る こ と を 表 す 。 一 般 的 に 、 画 像 信 号 は ピ ク チ ャ に よ っ
て 異 な っ た 特 徴 を 持 ち 、 階 調 変 化 の 激 し い 画 像 や 緩 や か な 画 像 が あ る 。 ま た 、 同 一 ピ ク チ
ャ に お い て も ブ ロ ッ ク 毎 に 異 な っ た 特 徴 を 持 っ て い る 。 つ ま り 、 画 像 デ ー タ の 特 性 は 入 力
画 像 に よ り 動 的 に 変 化 し 、 図 ６ 及 び 図 ７ は そ の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 ス キ ャ ン 順 序 で ８ 番 目 の 量 子 化 係 数 の 前 に ゼ ロ ラ ン が ４ 個
存 在 し て い る 場 合 、 従 来 例 で は 、 例 え ば ゼ ロ ラ ン が ３ 個 続 い た ら そ れ 以 降 の 量 子 化 係 数 を
全 て ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る と 、 ８ 番 目 以 降 の 全 て の 量 子 化 係 数 が ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て ら れ 、 中
周 波 領 域 か ら 高 周 波 領 域 の 量 子 化 係 数 を 考 慮 せ ず に 切 り 捨 て て し ま う こ と が あ る 。 一 方 、
こ の 実 施 の 形 態 １ で は 、 闘 値 設 定 部 １ ０ ４ が 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ の 高 周 波 成 分 を 算 出 し
て 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る た め の ゼ ロ ラ ン 閾 値 α 及 び 係 数 閾 値 β を 設 定 し 、 係 数
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切 り 捨 て 処 理 部 １ ０ ７ が 画 像 特 性 を 考 慮 し な が ら 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る こ と に
よ り 、 中 周 波 領 域 か ら 高 周 波 領 域 の 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て た こ と に よ る 画 質 の 劣
化 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ６ に 示 す 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ の 高 周 波 成 分 が 大 き い 場 合 の 例 で は 、 ス キ ャ ン 順 序 で
５ １ 番 目 の 量 子 化 係 数 の 値 が ２ 、 ５ ７ 番 目 の 量 子 化 係 数 の 値 が １ 、 ６ ０ 番 目 の 量 子 化 係 数
の 値 が １ 、 ６ １ 番 目 の 量 子 化 係 数 の 値 が ３ 、 ６ ２ 番 目 の 量 子 化 係 数 の 値 が １ 、 ６ ４ 番 目 の
量 子 化 係 数 の 値 が １ と な っ て い る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 ス キ ャ ン 順 で 最 後 の 高 周 波 領 域
の 方 ま で 非 ゼ ロ 量 子 化 係 数 が 存 在 し て い る 。 そ こ で 、 闘 値 設 定 部 １ ０ ４ が ゼ ロ ラ ン 閾 値 α
を 高 く 設 定 す る と 共 に 係 数 閾 値 β を 低 く 設 定 し 、 係 数 切 り 捨 て 処 理 部 １ ０ ７ が 、 連 続 す る
ゼ ロ 係 数 の 個 数 が 多 く 、 か つ そ れ に 続 く 非 ゼ ロ 量 子 化 係 数 の 値 が 小 さ い 場 合 に 量 子 化 係 数
を 切 り 捨 て る よ う に す る 。 例 え ば 、 ゼ ロ ラ ン 閾 値 α を ４ に 設 定 し 、 係 数 閾 値 β を ２ に 設 定
す る こ と に よ っ て 、 ５ ７ 番 目 の 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ７ に 示 す 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ の 高 周 波 成 分 が 小 さ い 場 合 の 例 で は 、 ス キ ャ ン 順 序 で
５ ０ 番 目 の 量 子 化 係 数 の 値 が １ 、 ５ １ 番 目 の 量 子 化 係 数 の 値 が ５ 、 ５ ７ 番 目 の 量 子 化 係 数
の 値 が ２ 、 ６ ０ 番 目 の 量 子 化 係 数 の 値 が １ と な っ て い る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 ス キ ャ ン
順 で 最 後 の 高 周 波 領 域 の 方 に は 非 ゼ ロ 量 子 化 係 数 が 存 在 し て お ら ず 、 存 在 し て い る 場 合 で
も そ の 値 は 小 さ い 。 そ こ で 、 闘 値 設 定 部 １ ０ ４ が ゼ ロ ラ ン 閾 値 α を 低 く 設 定 す る と 共 に 係
数 閾 値 β も 低 く 設 定 し 、 係 数 切 り 捨 て 処 理 部 １ ０ ７ が 、 連 続 す る ゼ ロ 係 数 の 個 数 が 少 な い
場 合 で も 、 非 ゼ ロ 量 子 化 係 数 の 値 が 小 さ い 場 合 に 量 子 化 係 数 を 切 り 捨 て る よ う に す る 。 例
え ば 、 ゼ ロ ラ ン 閾 値 α を １ に 設 定 し 、 係 数 閾 値 β を ３ に 設 定 す る こ と に よ っ て 、 ５ ７ 番 目
及 び ６ ０ 番 目 の 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 １ に よ れ ば 、 闘 値 設 定 部 １ ０ ４ が 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ
の 高 周 波 成 分 に 基 づ き 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る た め の ゼ ロ ラ ン 閾 値 α 及 び 係 数 閾
値 β を 設 定 し 、 係 数 切 り 捨 て 処 理 部 １ ０ ７ が 、 閾 値 設 定 部 １ ０ ４ に よ り 設 定 さ れ た ゼ ロ ラ
ン 閾 値 及 び 係 数 閾 値 、 並 び に ゼ ロ 係 数 検 出 部 １ ０ ６ に よ り 検 出 さ れ た 連 続 す る ゼ ロ 量 子 化
係 数 の 個 数 に 基 づ き 、 量 子 化 部 １ ０ ３ に よ り 出 力 さ れ た 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て る
こ と に よ り 、 重 要 な 量 子 化 係 数 を 切 り 捨 て る こ と な く 量 子 化 係 数 を ゼ ロ 値 に 切 り 捨 て て 長
い ゼ ロ ラ ン を 発 生 さ せ 、 画 質 の 劣 化 を 抑 え な が ら 伝 送 す る 符 号 化 デ ー タ 量 を 削 減 す る こ と
が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 高 周 波 成 分 を 考 慮 す る に は 、 入 力 画 像 信 号 の 高 周 波 成 分 を 利 用 せ ず に 、 ス キ ャ ン
部 １ ０ ５ の 出 力 を 利 用 す る こ と も 考 え ら れ る 。 し か し 、 ス キ ャ ン 部 １ ０ ５ の 出 力 を 利 用 す
る 場 合 に は 、 ブ ロ ッ ク 内 の 量 子 化 係 数 を 一 度 全 て ス キ ャ ン し て 高 周 波 成 分 を 解 析 し 、 切 り
捨 て 処 理 を 実 行 す る た め に 再 度 ス キ ャ ン し な け れ ば な ら な い 。 一 方 、 入 力 さ れ る 画 像 デ ー
タ の 高 周 波 成 分 を 利 用 す る 場 合 に は 、 ブ ロ ッ ク 内 の 量 子 化 係 数 の ス キ ャ ン は 一 回 で 済 み 、
切 り 捨 て 処 理 ま で の 実 行 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 １ で は 、 画 像 デ ー タ の 高 周 波 成 分 に 基 づ い て ゼ ロ ラ ン 閾 値 α 及 び
係 数 閾 値 β を 設 定 し て い る が 、 画 像 デ ー タ の 低 周 波 成 分 や 中 周 波 成 分 に 基 づ い て ゼ ロ ラ ン
閾 値 α 及 び 係 数 閾 値 β を 設 定 し て も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 １ で は 、 ブ ロ ッ ク サ イ ズ を ８ × ８ と し た が 、 ブ ロ ッ ク サ イ ズ は 任
意 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 は 、 シ ス テ ム や 装 置 に プ ロ グ ラ ム を 供 給 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 場
合 に も 適 用 で き る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 画 像 情 報 量 圧 縮 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 画 像 情 報 量 圧 縮 装 置 の ス キ ャ ン 部 に よ る ジ グ ザ グ
ス キ ャ ン 方 式 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 画 像 情 報 量 圧 縮 装 置 の ス キ ャ ン 部 に よ る オ ル タ ネ
ー ト ス キ ャ ン 方 式 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 画 像 情 報 量 圧 縮 装 置 の ブ ロ ッ ク 化 部 に よ り 画 像 デ
ー タ を ８ × ８ 画 素 に ブ ロ ッ ク 分 割 し た 場 合 の 周 波 数 成 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 画 像 情 報 量 圧 縮 装 置 の 係 数 切 り 捨 て 処 理 部 に よ る
係 数 切 り 捨 て 処 理 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ の 高 周 波 成 分 が 大 き い 場 合 の 量 子 化 部 か ら 出 力 さ れ る 量 子
化 係 数 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ の 高 周 波 成 分 が 小 さ い 場 合 の 量 子 化 部 か ら 出 力 さ れ る 量 子
化 係 数 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ０ １ 　 ブ ロ ッ ク 化 部 、 １ ０ ２ 　 直 交 変 換 部 、 １ ０ ３ 　 量 子 化 部 、 １ ０ ４ 　 闘 値 設 定 部
、 １ ０ ５ 　 ス キ ャ ン 部 、 １ ０ ６ 　 ゼ ロ 係 数 検 出 部 、 １ ０ ７ 　 係 数 切 り 捨 て 処 理 部 、 １ ０ ８
　 可 変 長 符 号 化 部 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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